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学術情報

鹿児島大学農学部附属高隈演習林及び大隅国有林において

ィエローパントラップを用いて採集された有剣ハチ類

上森教慈 1'，三田敏治 2, 菱拓雄 3

有剣ハチ類（セイボウ上科，スズメバチ上科，ミツバチ上科の総称）は花粉媒介や食物網の制御，天敵防除などの生態

系機能を持っている重要な生物である。種の分布情報は，気候や環境の変動による有剣ハチ類相の変化を把握するための

基盤情報として重要である。しかし，九州における有剣ハチ類の分布情報は乏しく，比較的調査されている鹿児島県でも

記録されている分類群は偏りがある。本調査では，鹿児島大学農学部附属高隈演習林および大隅国有林において，有剣ハ

チ類の分布を記録し，種リストを作成した。異なる季節にイエローパントラップを用いて有剣ハチ類を採集したところ，

494個体67種が採集され，その内 5種が九州初記録種であった。ショウキアリガタバチのような，低地の照葉樹林での

み出現する種が得られており，低地の照葉樹林での調査が九州の有剣ハチ類相の解明に貢献できると考えられる。

キーワード：昆虫相，イエローパントラップ，セイボウ上科，スズメバチ上科， ミツバチ上科

Aculeata bees and wasps (C切sidoidea,Vespoidea, and Apoidea) play important roles in ecosystem functions such as pollination, 
food web control, and natural enemy control. Information on their distribution is needed to understand the changes in Aculeata fauna, 

especially due to climatic and environmental changes. The Aculeata fauna of Kyushu is poorly surveyed, and recorded taxa are biased 

even in Kagoshima Prefecture, where surveys have been relatively conducted well. In this study, we provided the occurrence data 

of Aculeata in the Takakuma Experimental Forest, Kagoshima University, and the Osumi National Forest. We collected Aculeata in 

different seasons using yellow pan traps and identified a total of 494 individuals belonging to 67 species, 5 of which were recorded 

from Kyushu for the first time. Species that appear to be unique to lowland broad-leaved forests were obtained (e. g. Epyris shohki). 

Surveys at these lowland forests could contribute to a better understanding of the Aculeata fauna of Kyushu. 

Key words: Fauna of insects, Yellow pan trap, Chiysidoidea, Vespoidea, Apoidea 

1．はじめに

有剣ハチ類（セイボウ上科，スズメバチ上科， ミツバチ

上科の総称）は花粉資源を餌とする送粉者，ほかの節足動

物を狩る捕食者，ほかの節足動物に寄生する捕食・托卵寄

生者が含まれるグループである。本グループは花粉媒介や

食物網の制御，天敵防除など重要な生態系機能を担ってお

り，自然の生態系だけでなく農業などの人間活動にも大き

く貢献している (Brocket al. 2021）。しかし，有剣ハチ類

の種の分布情報の蓄積は地域によって偏りが大きく，生物

相の時空間的変動の評価を正確に行うことができない状態

にある（上森ら 2020)。環境変動による種の生息域の拡縮，

地域間での移出入や地域内での局所絶滅を把握するために

は，地域の生物相に関する情報の蓄積が不可欠である。

九州における有剣ハチ類の分布情報はいまだ乏しく，南

部九州のまとまった記録は熊本県阿蘇（岩田 1997)，宮崎

県（幾留•平嶋 1995 ；幾留 1996 ：上森ら 2020) ，鹿児島県

（長瀬 1981,1982) などしかなく，記録もハナバチ類（ムカ

シハナバチ科， ヒメハナバチ科， コハナバチ科，ケアシハ

ナバチ科，ハキリバチ科， ミツバチ科）に偏っている。こ

れは，分布情報が十分蓄積されている福井県などに比べる

と非常に少ない（例えば，室田 1983;羽田 1997など）。こ

の中でも，鹿児島県は長瀬博彦氏により種リストが作られ

ており，九州の中では比較的有剣ハチ類相の解明度の高い

地域である。一方，当時分類が十分に確立されていなかっ

たアリガタバチ類などは十分に調査されていないこと，花

に訪花する個体の採集に偏っていることなどがあり（長瀬

1981)，まだ未発見の種がいる可能性がある。本研究では，

鹿児島大学農学部附属高隈演習林（以下，高隈演習林）お

よび大隅国有林において，イエローパントラップを用いた

採集を森林内で行い，有剣ハチ類のそれらの種リストを出

現データとともに提示した。

Kazushige Uemori, Toshiharu Mita, Takuo Hishi: Aculeata bees and wasps collected by the yellow pan trap survey in Takakuma Experimental Forest, 
Kagoshima University, and Osumi National Forest 
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2.方法
調査は高隈山地に位置する高隈演習林 (31° 32'N130° 

44'E)および肝属山地に位置する大隅国有林 (31° 07'N130 

0 50'E)で行われた（図 l)。これらの地域の植生は，標高

20 -400 m の範囲にはミミズバイ—スダジイ群集が生育し

ており，標高 400-500 mを境にイスノキーウラジロガシ

群集に変化する（宮脇 1981)。高隈演習林の優占樹種はマ

テバシイ，ウラジロガシ，アカガシ，タブノキ， リョウブ，

アセビ，イロハモミジなどであった。調査地点は標高 554,

629, 684, 834 mの4地点に設けた。大隅国有林の優占樹

種はスダジイ，ウラジロガシ，アカガシ，タプノキ，バリ

バリノキ，イスノキなどであった。調査地点は標高 242,

368, 451, 607 mの4地点に設けた。

有剣ハチ類の採集にはイエローパントラップを用いた。

イエローパントラップ法はほかの調査方法と比較して採

集される種数が多く，調査者の採集技術に左右されるこ

となく調査を行うことができる (Westphalet al. 2008)。黄

色いプラスチック製の皿 (DecorRack, 直径 15cm) を地

面に設置し，界面活性剤を数滴混ぜた水を約 150ml注い

だ (Uemoriet al. 2021, 2022)。各調査地点に 20枚のパン

トラップを設置した。 4枚のパントラップを 1ユニットと

して半径 5m以内に設置し，ユニット間を 5m離して設置

した。トラップは 2日間設置し，内容物をすべて回収した。

調査は 2020年7月28日～ 31日，同年9月28日～ 10月 1

日， 2021年 5月21日～ 24日の間に行われた。

有剣ハチ類の同定は多田内・村尾 (2014) および寺

山・須田 (2016) を参考に行った。科階級群は Aguiaret 

al. (2013)に従った。セイボウ上科は三田が，スズメバチ

上科とミツバチ上科は上森が同定を行った。これらの標本

は，セイボウ上科は三田が，ほかは上森が保管しているが，

九州大学農学部昆虫学教室 (ELKU)に収蔵予定である。

3.結果と考察
3.1 高隈演習林・大隅国有林の有剣ハチ類

合計で494個体67種（セイボウ上科 16種．スズメバチ

上科 37種ミツバチ上科 14種。うち学名未確定5種）を

採集した (Table1)。そのうち，ショウキアリガタバチ，ホ

テイアリガタバチ，ホソマエダテアリガタバチ，ハナナガ

アリガタバチ，イマジョウコッチバチの 5種が九州初記録

となる種であった。

高隈演習林では 310個体40種を採集した。最も個体数

が多かったのはニカコッチバチ (112個体）で，次いでツ

ヤムカシアリガタバチ (24個体）．コシボソトゲアシクモ

バチ (23個体）であった。大隅国有林では 174個体41種

を採集した。最も個体数が多かったのはニカコッチバチ

(36個体）で次いでミヤコヒメクモバチ (18個体）， ト

ゲムネアリバチ (16個体）であった。このうち．コシボソ

トゲアシクモバチは大隅国有林では得られておらず，逆に

図1．鹿児島大学農学部附属高隈演習林および大隅国有林における調査地点の位置図． （a)高隈演習林； （b)大隅国有林．地理院地図
(1/25000)をもとに作成

Figure 1. Location of the study sites of the Takakuma Experimental Forest and the Osumi National Forest. (a) Takakuma 
Experimental Forest; (b) Osumi National Forest. Using GSI maps (1/25000). 
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表 1．鹿児島大学農学部附属高隈演習林および大隅国有林の有剣ハチ類リスト。数字は個体数を， F,Mはそれぞれメス，オスを，＊は九州初記
録種を示す。

Table 1. A list of identified species and their distribution on each study site in the Takakuma Experimental Forest and the Osumi 
National Forest. Number before F or M, the number of collected individuals; F, female; M, male; *, new record in Kyushu. 
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ミヤコヒメ クモバチは高隈演習林で 1個体しか得られてい

ない。宮崎県で行った調査では，コシボソ トゲアシクモバ

チは中高標高の地域で，ミヤコヒメ クモバチは低標高の地

域でよく採集されており (Uemoriet al. 2021)，優占する標

高が異なっている。両地は直線距離で 50kmほどしか離れ

ていないが高隈演習林の調査地の方がやや高標高を含ん

でおり，標高傾度に沿った分布種の違いが示されているも

のと考えられる。また，ニカコッチバチ，ツヤムカシアリ

ガタバチ， コシボソトゲアシクモバチ， トゲムネア リバチ

はより宮崎県のより高標高の地域でも個体数が多く （上森

ら2020)，南部九州の森林環境では幅広く優占する種であ

ることが推測される。

3.2 特筆すべき種について

3.2.1 ホ‘ノマエダテアリガタバチ Rysepyrissusanowo 

(Terayama, 1999) 

本種は八重山諸島および朝鮮半島からのみ記録されてい

たが (Terayama1999)，近年奈良県からも記録された（井

1F 

1 F 

lF 3F 2F 2F 4F JF 2F lF IF 

1F 

lF 
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lF IF 

IF 

IM 
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lF 

図2 コッチバチの仲間2(a, b) とニカコッチバチの形態比較 (c,
d). a, c,前伸腹節； b,d,腹部第1背板．

Figure 2a, b, c, d. Comparison of the morphology of Tiphia sp2. 
(a, b) and Tiphia sternata (c, d). a, c, propodeum; b, d, 
first tergum. 
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藤ら 2021）。本個体および本州の個体は低地の照葉樹林で ハチがほとんど得られていなかった。ただし，長瀬 (1982)

得られており，今後全国の照葉樹林を調査することで新産 は様々な環境で採集しているのに対し，本調査は森林内に

地が見つかる可能性がある。 限り，調査期間も限定的であった。今回得られなかった科

本種を含む日本産のマエダテアリガタバチ類はHolepyris のうち， ドロバチ科やスズメバチ科はパントラップでは採

属として記載されたが， Colomboet al. (2022)によりすべて 集されにくい傾向があり，同様にイエローパントラップを

Rysepyris属へ移されている。また，この体系ではHolepyris 用いた調査である上森ら (2020,2022)でもドロバチ科や

属はより強壮な体形の種から構成される別属である．日本 スズメバチ科はほとんど得られていない。セイボウ科の一

の分類群に関する和名の安定性の点から，今後Rysepyris属 部，アナバチ科，ギングチバチ科の一部，ヒメハナバチ科

に対してマエダテアリガタバチ属の名称を使用することを はパントラップでもよく採集されるが，今回は採集されな

提案する． かった。中でも，ヒメハナバチ科は春季の調査中 (2021年

3.2.2ハナナガアリガタバチ Prorops nasuta Waterston, 1923 5月21日～24日）に林縁ではよく見られたにも関わらず，

本種は体長 1.8mmと非常に小型の種である。アフリ パントラップでは採集されなかった。ヒメハナバチ科は薄

力原産の種で，コーヒーを加害するキクイムシの一種 暗く花粉資源の少ない照葉樹林内はあまり生息していない

Hypothenemus hampeiを防除する目的で南米や東南アジアの ことが推測される。

ジャワに人為的に導入された。日本では愛知県で 1例しか このように過去の調査（長瀬 1982) と比べて本調査

報告されておらず (Terayama2006)，海外から移入したも で新たに分布が確認された種，本調査では生息が確認でき

のと推測されているが，移入経路は不明である（寺山・須 なかった種が多くいたが，これはサンプリング方法の違い

田2016)。 や，調査地点や調査時期が限定的であったことが主な原因

3.2.3 コッチバチの一種2 Tiphia sp. 2 と考えられる。一方で，調査地の環境の変化の影響の可能

本種はメスのみが得られている。形態はニカコッチバチ 性もある。高隈演習林の調査地付近は 1914年の桜島噴火

Tiphia sternataによく似るが，前身腹節中央面が広く基幅： による被害を受けたとされ（井之上ら 2000, 1915年編成

先幅：長さが 1: 0.8 : 1.7になること（図2a)，腹部第 1背 第一次施業案説明書による），噴火約20年後でもまだスス

板の点刻列が節端付近にあるため点刻列後方に無点刻部が キ原の場所もあったようで（西田 1935)，林齢としては 60

ほとんどないこと（図2b)などが異なる（ニカコッチバ ～90年生程度である（井之上ら 2000)。そのため，調査地

チでは，前身腹節中央面が細長く基幅：先幅：長さが 1: にはこの40年で林相が大きく変わった地点を含む可能性

0.75 : 2.25になり（図2c)，腹部第 1背板の点刻列後方は無 がある。火山の噴火が有剣ハチ類に与える影響の例として，

点刻部がある（図2d)）。既知種のメスで該当する形質のも Yamane (1983)によるインドネシアのクラカタウ諸島での

のはいないが，コッチバチは片方の性のみで記載されてい 研究がある。本地は 1883年の大噴火によりすべての植生

る種も多いため，オスのみが記載されているいずれかの種 や動物が失われたのち動植物が回復している地域であり、

のメスの可能性もある。 100年後の調査においてスズメバチ上科の有剣ハチ類の種

3.3 過去の有剣ハチ類相との比較

今回得られた有剣ハチ類を長瀬 (1982)の目録と比較す

ると，本調査で得られた学名未決定種を除く 62種のうち

42種が新たに発見された種であり，分類群としてはアリガ

タバチ科，クモバチ科，コッチバチ科が多かった。これら

の種はコガネムシの幼虫やクモなど地表や地中の動物を餌

とすることから，主に林床面を飛んでおり，長瀬 (1982)

が行った花上採集などでは採集は難しいことが考えられ

る。本調査は森林でのイエローパントラップ法に限定され

ていたが．長瀬 (1982)の調査を補完する形となったため，

新たに発見された種が多かったものと考えられる。また．

今回得られたアリガタバチ科のうち，ショウキアリガタバ

チとホソマエダテアリガタバチは九州や四国のほかの照葉

樹林でも得られている（上森未発表）。九州では近年，低

山地で九州初記録種が見つかっていることもあり（西谷ら

2019;上森・大封2021)．今回のような低山地の照葉樹林

の調査は九州の有剣ハチ類相の解明に貢献できると考えら

れる。

数は頭打ちになっているが， ミツバチ上科の有剣ハチ類の

種数の増加（回復）は頭打ちになっていないことが示され

ている (Yamane1983)。すなわち、噴火後の有剣ハチ類相

の回復速度は種によって異なることが示唆される。また，

大隅半島については長漉 (1982)に「現在では地域開発の

ための道路建設が先行して何もないところに舗装道路が沢

山出来たが，おかげで歩くための道がなくなり，一方林が

失なはれて……」と記述されており，当時すでに森林を切

り開き道が通されていたようである。一方で，本研究の調

査地には大径木も多く，道路建設の影響が少なかったこと

が推測される。大隅国有林の調査地は長瀬 (1982)の調査

地よりも森林環境がよく残されており，この環境の違いに

より異なる有剣ハチ種が得られた可能性がある。

前述の通り，今回の調査はサンプリング方法や時期が限

定的なため，環境変動と有剣ハチ類相の変化を結びつける

ことはできない。地域の有剣ハチ類相を明らかにするため

には，複数の方法を用い，森林以外の環境でも調査を行う

必要がある。

一方，本調査ではセイボウ科，ドロバチ科，スズメバチ 謝辞

科，アナバチ科，ギングチバチ科，ヒメハナバチ科などの 鹿児島大学高隈演習林の芦原誠一技術専門職員には高隈
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演習林内での調査許可をいただき．調査地の選定を手伝っ

ていただいた。九州大学の松元音旺氏には調査補助をして

いただいた。九州森林管理局大隅森林管理署には大隅国有

林の調査許可をいただいた。厚く御礼申し上げる。本研

究の一部は日本科学協会の笹川科学研究助成 (No.2020-

5024)および科学技術振興機構の次世代研究者挑戦的研究

プログラム (No.JPMJSP2136)の支援を受けて行われた。
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